
平
成
二
十
二
年
二
月
十
日
提
出

質

問

第

一

〇

九

号

政
権
交
代
時
に
お
け
る
内
閣
官
房
機
密
費
の
支
出
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書提

出

者

鈴

木

宗

男

109



政
権
交
代
時
に
お
け
る
内
閣
官
房
機
密
費
の
支
出
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

昨
年
十
一
月
二
十
一
日
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
二
日
後
の
同
年
九
月
一

日
、
前
政
権
の
河
村
建
夫
内
閣
官
房
長
官
に
よ
り
、
二
億
五
千
万
円
の
内
閣
官
房
機
密
費
が
引
き
出
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
五
五
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

昨
年
八
月
の
第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
、
鳩
山
由
紀
夫
代
表
率
い
る
民
主
党
は
、
官
僚
政
治
打
破
、
国

民
目
線
に
立
っ
た
、
生
活
者
第
一
の
政
治
の
実
現
を
訴
え
て
い
た
と
承
知
す
る
。
ま
た
機
密
費
に
つ
い
て
も
、
支
払
記
録
を

作
成
し
、
一
定
期
間
後
に
公
表
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
等
、
そ
の
透
明
性
確
保
を
図
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
と
承
知
す

る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

二

一
の
機
密
費
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
主
張
は
、
鳩
山
代
表
率
い
る
民
主
党
と
し
て
、
国
民
に
約
束
し
た
こ
と
で
あ
る
と
思

料
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

三

前
文
で
触
れ
た
様
に
、
衆
院
選
後
、
前
政
権
に
よ
り
全
て
使
い
切
る
形
で
二
億
五
千
万
円
も
の
機
密
費
が
引
き
出
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
つ
き
、
前
回
質
問
主
意
書
で
平
野
博
文
内
閣
官
房
長
官
の
見
解
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は

「
内
閣
官
房
報
償
費
は
、
取
扱
責
任
者
で
あ
る
そ
の
時
々
の
内
閣
官
房
長
官
が
、
そ
の
都
度
の
判
断
で
最
も
適
当
と
認
め
ら

一



れ
る
方
法
に
よ
り
使
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
経
費
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
内
閣
官
房
報
償
費
に
つ
い
て
も
、
前
政
権
に
お

け
る
当
時
の
取
扱
責
任
者
で
あ
る
河
村
建
夫
前
内
閣
官
房
長
官
の
判
断
に
よ
り
執
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
」
と

の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
は
、
平
野
長
官
と
し
て
、
河
村
前
長
官
に
よ
り
、
衆
院
選
後
に
全
て
使
い
切
る
形
で
二
億
五

千
万
円
も
の
機
密
費
が
引
き
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
何
の
問
題
意
識
も
有
し
て
お
ら
ず
、
適
切
で
あ
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。
平
野
長
官
自
身
に
よ
る
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

四

三
で
、
平
野
長
官
と
し
て
、
河
村
前
長
官
に
よ
る
二
億
五
千
万
円
の
機
密
費
の
使
い
切
り
に
つ
い
て
何
の
問
題
意
識
も
有

し
て
お
ら
ず
、
適
切
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
一
で
触
れ
た
、
衆
院
選
に
お
い
て
民
主
党
が
訴
え
て
い

た
こ
と
と
異
な
り
、
国
民
に
対
し
て
ウ
ソ
を
つ
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
平
野
長
官
自
身
に
よ
る
明
確
な
答
弁
を

求
め
る
。

五

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
鳩
山
内
閣
と
し
て
は
、
内
閣
官
房
報
償
費
の
取
扱
責
任
者
で
あ
る
内
閣
官
房
長
官
が
、
来
年

度
一
年
間
を
通
じ
て
内
閣
官
房
報
償
費
を
責
任
を
持
っ
て
執
行
し
、
そ
の
使
途
等
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
」

と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
検
証
は
誰
の
責
任
の
下
、
ど
の
様
な
方
法
に
よ
っ
て
、
何
を
明
ら
か
に
す
べ
く
行
わ

れ
る
予
定
で
あ
る
の
か
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二



右
質
問
す
る
。

三


